
――― 1617 ――― みんなで取り組む地区防災計画をみんなで取り組めるようにするために

みんなで支える地域の防災特
集

　

は
じ
め
に

　

地
区
防
災
計
画
制
度
が
施
行
さ
れ
て
ま
も
な
く
九
年
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

二
〇
一
四
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
制
度
は
、
従
来
の
自
主
防
災
活
動
を
よ

り
一
層
住
民
主
体
と
す
る
工
夫
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　

住
民
参
加
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
仕
組
み
を
採
用
し
、
災
害
対
策

法
制
の
分
野
で
初
め
て
計
画
提
案
の
仕
組
み
を
採
用
し
て
お
り
、
住
民
や

事
業
者
は
市
町
村
防
災
会
議
に
対
し
て
地
区
の
特
性
に
応
じ
て
地
区
防
災

計
画
を
定
め
る
こ
と
を
提
案
で
き
る
。制
度
の
特
徴
の
一
つ
に
、活
動
の
継

続
性
が
重
視
さ
れ
る
点
と
、
地
区
の
多
様
性
に
応
じ
た
一
般
に
「
計
画
」

と
呼
ば
れ
る
形
式
化
さ
れ
た
成
果
を
求
め
る
点
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
、“
地
区
防
災
計
画
”
に
は
、
制
度
そ
の
も
の
、
そ
の
過
程
で
作

成
さ
れ
る
文
書
、
活
動
そ
の
も
の
と
い
っ
た
複
数
の
意
味
を
有
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
地
区
防
災
計
画
の
特
徴
に
つ
い
て
①
制
度
、
②
文
書
、
③
取

り
組
み
の
三
つ
の
視
点
か
ら
説
明
し
た
い
。

　

１　

地
区
防
災
計
画
三
つ
の
視
点

（
１
）
制
度
の
視
点

　

地
区
防
災
計
画
制
度
は
、
地
区
居
住
者
等
（
地
域
の
居
住
者
、
事
業
者

な
ど
）
が
作
成
す
る
地
区
防
災
計
画
と
市
町
村
役
場
が
作
成
す
る
地
域
防

災
計
画
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
共
助
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

制
度
の
特
徴
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

み
ん
な
で
支
え
る
地
域
の
防
災

み
ん
な
で
取
り
組
む
地
区
防
災
計
画
を

み
ん
な
で
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

二
〇
一
三
年
に
成
立
し
た
災
害
対
策
基
本
法
で
、

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
お
け
る
共
助
に
よ
る
防
災
活
動
の
推
進
の
観
点
か
ら
、
地
区
防
災
計
画
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

住
民
主
体
の
地
区
防
災
計
画
制
度
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
、
二
つ
の
地
区
の
事
例
に
学
ぶ
。

香
川
大
学

地
域
強
靭
化
研
究
セ
ン
タ
ー

磯
打
千
雅
子

い
そ
う
ち
・
ち
か
こ

香
川
大
学
博
士
（
工
学
）。
二
〇
一
五
年
度
地
区
防
災
計
画
学
会
室
崎
賞
（
論
文
賞
）
を
受
賞
。
専
門

分
野
は
地
域
防
災
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
、
Ｄ
Ｃ
Ｐ
（
地
域
継
続
計
画
）、
地
区
防
災
計
画
。
香
川
県
防
災
会
議
委
員
。

岡
山
県
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
内
閣
府
地
区
防
災
計
画
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
、
地
区
防
災
計

画
学
会
理
事
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
性
技
術
士
の
会
理
事
。
著
書
に
『
地
域
と
企
業
』
な
ど
。

①
計
画
提
案
制
度
が
採
用
さ
れ
る
等
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
計
画

②
地
域
に
詳
し
い
地
区
居
住
者
等
が
作
成
す
る
「
地
区
の
特
性
に
応
じ
た

計
画
」

③
計
画
に
基
づ
く
活
動
の
実
践
、
定
期
的
な
評
価
や
見
直
し
、
活
動
の
継

続
等
を
重
視
し
た
「
継
続
的
に
地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
計
画
」

　

地
区
防
災
計
画
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
を
目
的
と
し
た
制
度

で
あ
り
、
取
り
組
み
主
体
や
計
画
内
容
の
多
様
性
や
作
成
し
た
計
画
に
対

す
る
取
り
組
み
の
継
続
性
が
重
視
さ
れ
る
。

　

目
的
は
、
地
区
を
構
成
す
る
活
動
主
体
と
の
連
携
活
動
で
あ
り
、
計
画

書
作
成
で
は
な
い
。
連
携
の
き
っ
か
け
と
し
て
活
動
を
文
書
化
し
、
共
有

す
る
こ
と
に
よ
り
、
活
動
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
を
多
様
な
主
体
で
協
働
し
、

策
定
し
た
計
画
を
維
持
・
運
営
・
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

制
度
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
地
区
防
災
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
内
閣
府
防

災
担
当
）」
や
「
地
区
防
災
計
画
制
度
入
門
―
内
閣
府
「
地
区
防
災
計
画
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
解
説
と
Ｑ
＆
Ａ
（
西
澤
雅
道
、筒
井
智
士
）」
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
２
）
文
書
の
視
点

　

地
区
防
災
計
画
制
度
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
四
二
条
の
二
に
お
い

て
次
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。

　
地
区
居
住
者
等
は
、
共
同
し
て
、
市
町
村
防
災
会
議
に
対
し
、
市
町
村

地
域
防
災
計
画
に
地
区
防
災
計
画
を
定
め
る
こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
提
案
に
係
る
地
区
防
災
計
画
の
素

案
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
で
、
同
文
に
お
い
て
「
地
区
防
災
計
画
の
素
案
」
の
提
出
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
素
案
提
出
、
す
な
わ
ち
防
災
活
動
の
文
書
化
が
本
制

度
に
お
け
る
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
文
書
化
が
も
た
ら
す
弊

害
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

矢
守
は
、
計
画
書
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
書
類
作
成
を
目
的
化
さ
せ
な
い

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
文
書
化
そ
の
も
の
が
活
動
に
あ
た
っ
て
の
メ
モ
や

記
録
と
い
う
よ
う
に
敷
居
を
高
く
と
ら
え
ず
作
成
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
加
え
て
、
書
式
や
ひ
な
型
の
利
用
に
つ
い
て
は
制
度
の
趣
旨
を
踏

ま
え
る
と
注
意
が
必
要
で
あ
り
、
ひ
な
型
を
も
ち
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
の
特
性
が
活
か
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る＊
１

。

　

同
様
に
、
内
閣
府
が
自
治
体
の
職
員
む
け
に
作
成
し
た
ガ
イ
ド
に
お
い

て
も
、
行
政
側
で
素
案
の
ひ
な
型
を
作
成
す
る
こ
と
は
議
論
の
き
っ
か
け

を
起
こ
す
上
で
有
効
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
重
要
な
点
と
し
て


